
全
国
で
百
二
十
万
人
増
加
中

 
県
内
の
各
地
で
介
護
者
の
会

平

成

二

十

四

年

金

沢

で

初

め

て

の

男

性

介

護

者

の

会

「

百

万

石

介

護

メ

ン

ズ

倶

楽

部

」

が

発

足

し

て

以

来

。

石

川

県

内

で

も

各

地

で

介

護

者

の

会

が

誕

生

し

ま

し

た

。

行

政

や

社

会

福

祉

協

議

会

、

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

が

主

導

で

や

っ

て

い

る

介

護

者

の

会

や

料

理

教

室

な

ど

、

能

登

で

も

活

発

に

行

わ

れ

て

い

ま

す

。

全

国

で

も

男

性

介

護

者

は

増

加

傾

向

に

あ

り

、

石

川

県

内

で

は

約

四

千

人

と

推

定

さ

れ

、

こ

れ

か

ら

増

加

す

る

と

予

想

さ

れ

ま

す

。

　

　

今

回

、

裏

面

に

は

会

員

の

方

に

体

験

談

な

ど

投

稿

い

た

だ

き

ま

し

た

。

百万石介護メンズ倶楽部　　会報　第２報 ２０１３年（平成２５年）１２月１日　日曜日　第００２号　（不定期刊）　（１）

　

第２報

百
万
石
介
護

 
メ
ン
ズ
倶
楽
部

▼

一

周

年

を

記

念

し

て

昼

食

会

を

実

施

し

ま

し

た

。

台

風

26

号

が

関

東

を

直

撃

し

、

金

沢

も

暴

風

警

報

、

小

中

学

が

休

校

に

な

り

ま

し

た

が

、

朝

か

ら

雨

風

は

弱

く

、

決

行

し

ま

し

た

。

金

沢

市

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

「

協

働

を

す

す

め

る

市

民

団

体

登

録

制

度

」

に

「

百

万

石

介

護

メ

ン

ズ

倶

楽

部

」

が

登

録

さ

れ

ま

し

た

。

▼

金

沢

市

で

は

、

市

民

団

体

の

情

報

を

市

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に

掲

載

し

、

団

体

活

動

の

周

知

や

団

体

同

士

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

形

成

等

、

団

体

の

育

成

支

援

を

図

り

、

市

民

と

行

政

と

の

協

働

の

ま

ち

づ

く

り

を

推

進

し

て

い

ま

す

。

現

在

、

32

団

体

が

登

録

さ

れ

て

い

ま

す

。

▼▼▼▼

金金金金

沢沢沢沢

市市市市

のののの

市市市市

民民民民

団団団団

体体体体

　　　　

にににに

登登登登

録録録録

ささささ

れれれれ

まままま

しししし

たたたた

発行編集責任者 越野 勝彦

非売品

--------------------

会合の参加希望は

事前にお知らせお願いします。

＜メール＞

介護者代表：越野勝彦 

kkosshy@gmail.com

支援者代表：彦　聖美 

hikoki@ishikawa-nu.ac.jp

＜郵送・電話＞

〒929-1210

かほく市学園台1丁目1番地

石川県立看護大学

在宅看護学　准教授　彦聖美

tel:076-281-8371(10～16時)

--------------------

※不定期購読者募集！！　

発行時に郵送いたします

申込：彦までご連絡下さい

▼▼▼▼

祝祝祝祝

　　　　

１１１１

周周周周

年年年年

！！！！

　　　　

▼▼▼▼

一一一一

周周周周

年年年年

記記記記

念念念念

昼昼昼昼

食食食食

会会会会

　　　　

　　　　

11110000

月月月月

11116666

日日日日

開開開開

催催催催

ホホホホーーーームムムムペペペペーーーージジジジ紹紹紹紹介介介介

■■■■ああああつつつつままままららららんんんん会会会会ネネネネ （穴水町の家族介護者の会）

▽連絡先 ・代表　山谷　57-1026

　　・穴水町社会福祉協議会　52-0378

　　・穴水町地域包括センター　52-3378

▽開催日時：毎月第２水曜日　１０時～１２時

▽場所：穴水町保健センター　多目的ホール畳の間 

県県県県内内内内のののの介介介介護護護護者者者者会会会会のののの紹紹紹紹介介介介

　

　

支

援

者 

鈴

木 

祐

恵

▼

越

野

代

表

と

皆

様

の

努

力

で

、

こ

の

会

の

活

動

が

一

年

間

続

き

、

毎

月

の

例

会

を

は

じ

め

調

理

実

習

、

ネ

ッ

ト

発

信

、

機

関

紙

発

行

、

会

の

金

沢

市

活

動

登

録

へ

と

大

躍

進

し

ま

し

た

。

▼

会

に

参

加

し

て

感

じ

た

こ

と

で

す

が

、

男

性

介

護

者

は

、

み

ん

な

心

の

優

し

い

愛

情

深

い

人

ば

か

り

で

す

。

日

々

の

介

護

を

熱

心

に

研

究

し

、

い

ろ

い

ろ

と

工

夫

し

な

が

ら

介

護

に

対

し

前

向

き

で

す

。

そ

し

て

介

護

を

仕

事

の

延

長

線

上

で

と

ら

え

、

決

し

て

手

抜

き

せ

ず

、

几

帳

面

に

黙

々

と

介

護

さ

れ

、

社

会

へ

の

情

報

発

信

も

非

常

に

旺

盛

で

す

。

▼

男

性

介

護

者

は

、

女

性

介

護

者

に

と

っ

て

も

一

番

の

理

解

者

で

す

。

し

か

し

、

頑

張

り

す

ぎ

る

一

面

も

あ

り

、

少

々

気

が

か

り

で

す

。

ど

が

影

響

し

て

い

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

▼

全

国

に

比

べ

て

低

い

割

合

と

は

い

え

、

約

四

千

人

の

男

性

介

護

者

が

存

在

す

る

事

実

は

見

逃

せ

ま

せ

ん

。

そ

こ

で

、

男

性

介

護

者

の

情

報

交

換

や

交

流

の

促

進

を

目

指

し

て

、

百

万

石

介

護

メ

ン

ズ

倶

楽

部

を

立

ち

上

げ

て

活

動

し

て

い

ま

す

。

▼

介

護

の

最

中

で

は

、

参

加

す

る

時

間

が

取

れ

な

い

、

開

催

場

所

が

遠

い

、

人

と

交

流

す

る

こ

と

が

苦

手

、

仕

事

と

の

両

立

で

精

一

杯

等

、

様

々

な

理

由

で

会

合

に

は

参

加

で

き

な

い

方

も

多

い

で

し

ょ

う

。

百

万

石

介

護

メ

ン

ズ

倶

楽

部

は

、

こ

の

よ

う

な

男

性

人

、

こ

の

う

ち

居

宅

サ

ー

ビ

ス

受

給

者

は3
0
,
4
4
8

人

な

の

で

、

在

宅

介

護

す

る

男

性

介

護

者

数

は3
,
7
7
6

人

（3
0
,
4
4
8

×0
.
1
2
4

）

と

推

定

さ

れ

ま

し

た

。

▼

今

夏

に

同

様

の

調

査

を

福

井

県

と

富

山

県

を

対

象

に

実

施

し

ま

し

た

。

結

果

、

男

性

介

護

者

の

割

合

は

福

井

県1
2
.
7

％

、

富

山

県1
2
.
3

％

で

し

た

。

こ

の

数

値

を

見

る

限

り

、

北

陸

３

県

の

在

宅

で

介

護

す

る

男

性

介

護

者

の

割

合

は

全

国

に

比

べ

て

低

い

と

言

え

ま

す

。

こ

の

理

由

は

様

々

に

考

え

ら

れ

ま

す

が

、

北

陸

地

方

の

特

徴

と

し

て

、

三

世

代

同

居

率

の

高

い

こ

と

や

、

介

護

施

設

の

数

な

▼

金

沢

駅

前

の

ホ

テ

ル

で

12

時

か

ら

、

日

頃

は

13

時

か

ら

の

会

合

だ

け

で

し

た

が

自

己

負

担

千

円

で

松

花

堂

弁

当

で

す

。

参

加

者

は

常

連

の

男

性

介

護

者

５

名

、

支

援

者

２

名

で

す

。

▼

い

つ

も

の

情

報

交

換

と

、

料

理

教

室

に

つ

い

て

、

地

域

と

の

か

か

わ

り

に

つ

い

て

意

見

交

換

し

ま

し

た

。

介

護

者

の

皆

さ

ま

の

状

況

に

対

応

す

る

べ

く

「

ゆ

る

や

か

に

」

「

長

く

」

を

、

モ

ッ

ト

ー

に

こ

れ

か

ら

も

活

動

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

ま

た

、

県

内

各

地

の

「

介

護

者

の

会

」

情

報

も

発

信

を

し

て

い

き

ま

す

。

お

近

く

の

会

合

に

、

一

度

足

を

運

ん

で

み

て

は

い

か

が

で

し

ょ

う

か

。

　

　

　

　

　

　

　

　

彦 

聖

美

■■■■楽楽楽楽だだだだのののの会会会会　　（羽咋市の在宅介護者の集い）

▽問合せ先：羽咋市社会福祉協議会　0767-22-6231

▽開催日時：毎月第３金曜日　１０時～１４時

▽場所：ユーフォリア千里浜

女

性

介

護

者

は

、

よ

い

意

味

で

上

手

に

手

抜

き

し

た

り

、

た

ま

に

は

誰

か

に

聞

い

て

も

ら

っ

た

り

、

そ

れ

な

り

に

う

ま

く

介

護

と

向

き

合

っ

て

い

ま

す

。

中

に

は

プ

ラ

ス

思

考

に

変

化

し

、

介

護

が

生

き

が

い

に

な

っ

て

い

る

人

も

い

ま

す

。

男

性

介

護

者

は

、

時

に

は

女

性

介

護

者

と

の

交

流

に

よ

り

、

異

な

る

視

点

で

介

護

を

考

え

る

機

会

が

あ

る

と

よ

い

の

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

▼

病

気

に

な

っ

て

も

在

宅

で

過

ご

せ

る

こ

と

は

、

大

変

幸

せ

な

事

だ

と

考

え

ま

す

。

私

自

身

は

支

援

者

で

あ

り

、

且

つ

明

日

は

我

が

身

で

も

あ

り

ま

す

。

公

助

、

自

助

、

共

助

を

通

じ

、

必

要

と

さ

れ

る

様

々

な

在

宅

支

援

サ

ー

ビ

ス

が

日

常

生

活

の

場

に

届

け

ら

れ

、

地

域

社

会

と

孤

立

せ

ず

に

そ

の

人

ら

し

い

人

生

が

送

ら

れ

る

こ

と

を

願

っ

て

い

ま

す

。

男性介護者　県内に約四千人

■■■■白白白白山山山山市市市市認認認認知知知知症症症症のののの人人人人とととと家家家家族族族族のののの会会会会

▽問合せ先：ＦＡＸ　076-272-2681

▽開催日時：２ヶ月に１回

▽場所：健康センター松任

■■■■男男男男のののの自自自自宅宅宅宅介介介介護護護護生生生生活活活活////妻妻妻妻がががが脳脳脳脳出出出出血血血血

http://www.asahi-net.or.jp/~KB4K-KSN/

■■■■いいいいししししかかかかわわわわ在在在在宅宅宅宅支支支支援援援援ねねねねっっっっとととと

http://www.zaitaku-net.jp/

■■■■百百百百万万万万石石石石介介介介護護護護メメメメンンンンズズズズ倶倶倶倶楽楽楽楽部部部部

http://www.asahi-net.or.jp/~KB4K-KSN/kaigo

注）主催者に了解を得た上での活動の周知です。お近くに参加下さい。

▼

国

民

生

活

基

礎

調

査

に

よ

る

と

男

性

介

護

者

の

割

合

は2
0
0
1

年

度

の2
3
.
6

％

か

ら

、2
0
1
0

年

度

で3
0
.
6

％

と

急

増

が

報

告

さ

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

数

字

だ

け

で

は

、

石

川

県

の

男

性

介

護

者

数

は

わ

か

り

ま

せ

ん

。

▼

そ

こ

で

、2
0
1
1

年

に

実

施

し

た

実

態

調

査

の

結

果

を

基

に

推

定

し

て

み

ま

し

た

。

こ

の

調

査

で

は

、

石

川

県

内

の

男

性

介

護

者

の

割

合

は1
2
.
4

％

で

し

た

。

2
0
1
2

年

８

月

の

介

護

保

険

事

業

状

況

報

告

に

よ

る

と

、

石

川

県

の

要

支

援

・

要

介

護

認

定

者

は

総

数5
3
,
0
6
1

▼▼▼▼

県県県県

内内内内

のののの

男男男男

性性性性

介介介介

護護護護

者者者者

　　　　

のののの

割割割割

合合合合

はははは11 11
22 22
.. ..
44 44

％％％％

■■■■百百百百万万万万石石石石介介介介護護護護メメメメンンンンズズズズ倶倶倶倶楽楽楽楽部部部部（金沢市）

▽問合せ先：紙面右上記載の　連絡先：越野、彦 まで

▽開催日時：毎月第３水曜日　１３時～１４時半

▽場所：金沢福祉用具情報プラザ２Ｆ　会議室
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▼▼▼▼

各各各各

地地地地

域域域域

でででで

構構構構

築築築築

しししし

てててて

欲欲欲欲

しししし

いいいい

「「「「

在在在在

宅宅宅宅

ケケケケ

アアアア

ネネネネ

ッッッッ

トトトト

ワワワワ

ーーーー

クククク

化化化化

」」」」

　

ト

ワ

ー

ク

化

（

在

宅

医

療

・

在

宅

訪

問

栄

養

食

事

指

導

・

訪

問

歯

科

・

訪

問

リ

ハ

ビ

リ

・

訪

問

マ

ッ

サ

ー

ジ

・

訪

問

看

護

（

点

滴

）

・

訪

問

介

護

（

家

事

炊

事

・

入

浴

・

通

院

・

買

い

物

等

）

・

訪

問

理

容

の

相

互

連

携

）

を

構

築

し

ま

し

た

。

▼

そ

の

後

、

「

在

宅

ケ

ア

会

議

」

に

よ

り

、

在

宅

訪

問

栄

養

食

事

指

導

の

管

理

栄

養

士

と

ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー

の

連

携

が

進

み

、

嚥

下

食

（

介

護

食

）

を

、

ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー

に

作

っ

て

頂

き

、

妻

の

体

力

が

回

復

し

、

ま

た

、

パ

ソ

コ

ン

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

に

学

生

に

来

て

頂

け

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

▼

そ

ん

な

過

程

の

中

「

百

万

石

介

護

メ

ン

ズ

倶

楽

部

」

に

出

さ

せ

て

頂

き

、

「

胃

ろ

う

10

年

以

上

一

人

で

介

護

し

て

い

る

男

性

の

方

の

お

話

」

な

ど

、

「

介

護

は

人

そ

れ

ぞ

れ

の

方

法

が

あ

り

自

分

以

上

に

大

変

だ

」

と

実

感

し

ま

し

た

。

▼

「

在

宅

ケ

ア

会

議

」

や

「

百

万

石

介

護

メ

ン

ズ

倶

楽

部

」

等

に

よ

り

、

「

医

療

・

福

祉

・

保

健

・

行

政

・

教

育

機

関

等

の

連

携

情

報

交

換

」

が

進

め

ば

「

在

宅

ケ

ア

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

化

」

→

「

患

者

や

介

護

者

の

負

担

軽

減

」

や

、

「

個

人

の

ケ

ア

会

議

」

→

「

地

域

の

ケ

ア

会

議

」

→

「

多

職

種

の

連

携

情

報

交

換

」

→

「

高

齢

者

や

障

害

者

の

孤

　

 

介

護

者

　

大

井

明

彦

▼

私

は

現

在

46

歳

、

妻

（

現

在

43

歳

）

が

「

筋

ジ

ス

（

全

身

の

筋

肉

や

内

臓

が

衰

え

て

い

く

病

気

）

」

を

平

成

14

年

に

診

断

し

て

頂

き

、

病

気

の

悪

化

に

よ

り

、

平

成

22

年

に

身

体

障

害

者

手

帳

を

頂

き

ま

し

た

。

▼

そ

の

後

、

甲

状

腺

乳

頭

が

ん

手

術

後

嚥

下

障

害

に

な

り

、

３

ケ

月

後

一

口

も

食

べ

れ

な

く

な

り

、

「

在

宅

で

嚥

下

食

事

指

導

が

で

き

な

い

か

」

と

、

障

害

福

祉

課

・

医

療

ソ

ー

シ

ャ

ル

ワ

ー

カ

ー

・

保

健

セ

ン

タ

ー

・

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

・

社

会

福

祉

協

議

会

・

栄

養

士

会

な

ど

聞

き

ま

し

た

が

、

「

わ

か

ら

な

い

」

と

言

わ

れ

、

自

分

で

探

し

て

「

在

宅

訪

問

栄

養

食

事

指

導

」

を

見

つ

け

ま

し

た

。

▼

「

在

宅

で

口

か

ら

食

べ

る

こ

と

は

自

分

の

わ

が

ま

ま

な

の

か

」

と

悩

み

、

「

医

療

・

福

祉

・

保

健

・

行

政

・

教

育

機

関

等

の

役

割

は

何

か

、

誰

に

聞

け

ば

い

い

の

か

」

と

悩

み

疑

問

を

持

ち

ま

し

た

。

介

護

保

険

（

未

使

用

）

の

ケ

ア

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

や

障

害

者

総

合

支

援

法

（

使

用

中

）

の

相

談

支

援

員

の

方

に

「

医

療

・

福

祉

・

保

健

」

の

全

体

的

な

御

相

談

が

出

来

ず

に

自

分

で

悩

み

、

自

力

で

現

在

の

「

在

宅

ケ

ア

ネ

ッ

独

死

・

孤

立

死

の

減

少

」

に

つ

な

が

っ

て

い

く

気

が

し

て

い

ま

す

。

患

者

・

家

族

と

各

専

門

職

種

の

方

々

と

い

っ

し

ょ

に

「

地

域

包

括

ケ

ア

シ

ス

テ

ム

の

構

築

方

法

」

に

つ

い

て

考

え

て

い

け

る

「

社

会

シ

ス

テ

ム

の

構

築

」

が

必

要

に

思

い

ま

す

。

場

所

的

に

は

介

護

ベ

ッ

ト

位

の

広

さ

が

あ

る

と

出

来

ま

す

。

設

置

時

間

は

10

分

位

で

す

、

水

の

取

り

口

は

台

所

の

蛇

口

か

ら

と

捨

て

水

は

洗

濯

機

の

排

水

口

を

利

用

し

ま

す

。

車

で

積

ん

で

い

る

ボ

イ

ラ

で

お

湯

を

沸

か

し

ま

す

約

30

分

位

か

か

り

ま

す

。

入

浴

準

備

と

し

て

は

、

入

浴

前

に

血

圧

、

脈

拍

、

等

を

チ

ェ

ッ

ク

し

ま

す

。

リ

フ

ト

に

て

浴

槽

に

乗

せ

ま

す

。

浴

槽

の

上

部

に

ネ

ッ

ト

が

張

っ

て

あ

り

ハ

ン

ド

ル

で

ユ

ッ

ク

リ

浴

槽

に

入

れ

ま

す

。

気

管

切

開

を

し

て

い

る

た

め

、

細

心

の

注

意

を

す

る

。

頭

部

、

腰

部

、

足

の

部

分

と

受

け

持

ち

静

か

に

安

心

す

る

様

に

声

を

か

け

合

う

。

頭

部

か

ら

シ

ャ

ワ

ー

か

け

な

が

ら

順

次

洗

っ

て

い

き

ま

す

。

体

洗

い

を

２

回

行

い

、

ネ

ッ

ト

を

浴

槽

上

部

に

上

げ

体

を

拭

き

乾

燥

し

ま

す

。

そ

れ

か

ら

ベ

ッ

ド

に

乗

せ

ま

す

。

血

圧

、

体

温

、

脈

拍

を

チ

ェ

ッ

ク

そ

の

間

に

浴

槽

を

洗

い

分

解

し

、

片

づ

け

て

終

了

で

す

。

全

部

終

わ

る

の

は

約

２

時

間

ぐ

ら

い

で

し

た

。

入

浴

料

金

（

２

千

円

）

で

し

た

。

▼▼▼▼

妻妻妻妻

のののの

笑笑笑笑

顔顔顔顔

戻戻戻戻

るるるる

　　　　

　　　　

▼▼▼▼

介介介介

護護護護

保保保保

険険険険

フフフフ

ルルルル

活活活活

用用用用

とととと

初初初初

めめめめ

てててて

のののの

訪訪訪訪

問問問問

入入入入

浴浴浴浴

    
    
    
    
    
    

介

護

者

　

Ｔ

さ

ん

▼

今

利

用

中

の

介

護

保

険

は

、

レ

ン

タ

ル

は

リ

フ

ト

、

ベ

ッ

ド

、

エ

ア

マ

ッ

ト

、

マ

ッ

ト

、

車

い

す

、

ス

ロ

ー

プ

で7
5
0
0

円/

月

。

他

に

訪

問

看

護

、

ヘ

ル

パ

ー

を

利

用

し

て

い

ま

す

。

▼

入

浴

は

、

病

院

と

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

で

お

願

い

し

て

い

ま

し

た

が

、

６

月

、

訪

問

入

浴

を

初

め

て

利

用

し

た

の

で

紹

介

し

ま

す

。

▼

ボ

イ

ラ

を

設

置

し

た

ラ

イ

ト

バ

ン

の

様

な

車

に

３

人

来

ら

れ

ま

し

た

。

運

転

手

兼

介

護

士

男

性

、

女

性

２

人

は

看

護

士

の

資

格

を

持

っ

て

い

ま

す

。

設

場

所

は

ベ

ッ

ド

の

横

で

、

ビ

ニ

ー

ル

を

敷

き

ま

す

。

浴

槽

の

設

置

で

す

が

半

分

に

分

解

で

き

る

様

に

工

夫

さ

れ

て

い

ま

す

。

▼

「

男

が

楽

し

く

介

護

を

す

る

コ

ツ

」

と

は

、

「

仕

事

の

よ

う

に

こ

な

す

」

こ

と

だ

と

、

私

は

思

い

ま

す

。

▼

「

仕

事

の

よ

う

に

介

護

を

す

る

か

ら

、

相

談

出

来

ず

、

一

人

で

抱

え

込

ん

で

行

き

詰

る

」

と

い

う

意

見

が

聞

か

れ

ま

す

が

、

「

仕

事

」

に

対

す

る

考

え

方

が

違

う

よ

う

に

思

い

ま

す

。

▼

私

の

仕

事

の

本

質

と

は

、

・

目

標

・

計

画

を

立

て

る

。

・

現

状

分

析

し

て

課

題

を

　

見

つ

け

る

。

・

課

題

を

細

分

化

、

　

分

担

化,

、

日

程

化

す

る

。

・

課

題

に

対

し

て

改

善

策

　

を

考

え

る

（

創

意

工

夫

）

・

収

支

分

析

す

る

。

（

家

計

簿

、

貸

借

対

照

表

、

　

将

来

設

計

）

・

在

庫

管

理

す

る

。

（

介

護

用

品

の

購

入

）

・

成

果

を

出

す

。

（

無

理

難

題

を

解

決

す

る

）

・

能

力

レ

ベ

ル

を

あ

げ

る

。

（

介

護

、

料

理

、

家

事

）

▼

「

仕

事

」

と

い

う

よ

り

、

「

事

業

」

と

か

「

経

営

」

の

方

が

近

い

で

す

ね

。

▼

介

護

を

誰

に

も

認

め

ら

れ

な

い

成

果

の

出

な

い

不

毛

な

「

作

業

」

と

す

る

か

、

介

護

＝

仕

事

＝

「

生

き

が

い

」

と

す

る

か

の

違

い

で

は

な

い

か

と

思

い

ま

す

。

▼

こ

の

発

想

こ

そ

が

、

介

護

に

限

ら

ず

、

仕

事

を

終

え

た

男

の

第

２

の

人

生

を

楽

し

く

過

ご

す

コ

ツ

で

は

な

い

か

と

思

う

の

で

す

。 

▼

妻

が

７

年

半

前

に

脳

出

血

で

倒

れ

て

、

３

年

前

か

ら


要

介

護

５

の

自

宅

介

護

が

ス

タ

ー

ト

し

ま

し

た

。

生

活

リ

ズ

ム

は

安

定

し

、

家

事

に

も

慣

れ

、

気

力

体

力

も

充

実

し

、

夫

婦

で

穏

や

か

に

過

ご

し

て

い

ま

す

。

▼

百

万

石

介

護

メ

ン

ズ

倶

楽

部

を

始

め

て

か

ら

、

支

援

者

や

他

の

会

合

な

ど

多

く

の

人

に

出

会

い

、

報

道

関

係

の

人

か

ら

も

、

質

問

を

多

く

受

け

ま

し

た

。

そ

の

「

な

ぜ

な

ぜ

問

答

」

に

、

よ

り

深

く

考

え

、

会

合

の

目

的

、

自

分

の

考

え

方

の

「

芯

」

が

出

来

ま

し

た

。

▼

男

性

介

護

者 

＝ 

不

安

、

悩

み

、

憂

鬱

、

悲

惨

、

孤

立

、

虐

待

、

殺

人

と

い

う

偏

見

や

蔑

視

ば

か

り

が

注

目

さ

れ

る

こ

と

に

、

強

い

違

和

感

を

感

じ

ま

す

。

会

合

で

は

、

研

究

熱

心

で

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

に

頑

張

っ

て

い

る

人

が

た

く

さ

ん

い

ま

す

。

介

護

保

険

を

う

ま

く

使

い

こ

な

し

、

家

の

介

護

環

境

か

ら

改

善

す

る

人

も

い

ま

す

。

だ

か

ら

と

言

っ

て

、

支

援

が

不

要

と

い

う

こ

と

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

▼

私

の

会

合

の

目

的

は

、

「

自

分

の

介

護

レ

ベ

ル

の

向

上

」

で

あ

り

「

被

介

護

者

（

妻

）

の

幸

せ

」

で

す

。

だ

か

ら

「

同

好

会

」

と

言

う

方

が

私

に

は

ぴ

っ

た

り

な

の

で

す

。

▼▼▼▼

楽楽楽楽

しししし

くくくく

介介介介

護護護護

のののの

ココココ

ツツツツ

　

　

 

介

護

者 

越

野 

勝

彦

　

 

介

護

者

　

杉

田 

寅

雄

▼

男

性

介

護

者

の

会

へ

の

参

加

を

最

初

に

勧

め

ら

れ

た

時

当

惑

し

ま

し

た

。

介

護

の

経

験

の

無

い

事

、

妻

が

義

母

（

認

知

症

）

の

介

護

し

て

い

る

時

も

何

の

役

に

も

立

っ

て

い

な

い

事

、

町

の

男

性

介

護

会

、

夫

婦

介

護

会

に

各

々

一

回

参

加

し

た

程

度

の

経

験

で

、

こ

の

会

で

も

再

三

資

格

な

し

と

訴

え

、

今

で

も

そ

う

思

っ

て

い

ま

す

。

「

将

来

に

役

に

立

つ

為

の

参

考

に

な

る

」

と

意

見

を

頂

き

ま

し

た

。

▼

家

に

こ

も

る

よ

り

月

一

回

の

金

沢

行

き

と

、

20

～

30

才

代

で

過

ご

し

た

思

い

出

も

あ

り

、

皆

様

の

貴

重

な

体

験

談

を

聞

き

、

又

参

加

者

の

介

護

状

況

を

テ

レ

ビ

で

見

て

、

一

生

懸

命

献

身

的

姿

に

感

銘

し

ま

し

た

。

こ

の

会

の

様

子

を

妻

に

話

し

、

妻

の

参

加

す

る

町

の

女

性

介

護

者

の

話

も

皆

様

に

さ

せ

て

頂

き

ま

し

た

。

▼

義

母

の

介

護

を

６

年

続

け

た

妻

に

昨

年

11

月

施

設

入

所

可

能

の

朗

報

が

あ

り

、

そ

の

後

、

妻

の

歓

喜

の

声

に

、

心

身

共

に

疲

れ

て

笑

顔

が

消

え

て

い

た

事

が

思

い

知

ら

さ

れ

ま

し

た

。

▼

同

年

代

女

性

の

介

護

先

輩

に

親

身

に

相

談

を

受

け

て

貰

い

感

謝

し

て

い

ま

す

。

妻

は

こ

れ

か

ら

逆

の

立

場

で

相

談

に

乗

り

た

い

と

迄

、

言

う

様

に

な

り

ま

し

た

。

▼

私

は

現

在

78

歳

、

妻

は

要

介

護

５

で

す

。

▼

会

合

に

出

席

し

て

、

わ

ず

か

な

時

間

で

す

が

、

ス

ト

レ

ス

を

発

散

す

る

場

所

で

良

い

と

思

い

ま

す

。

引

き

こ

も

り

の

防

止

．

病

人

を

介

護

す

る

事

も

大

切

で

す

が

、

介

護

を

楽

し

み

な

が

ら

段

取

り

を

計

画

す

る

も

愉

し

い

で

す

。

料

理

も

勉

強

で

き

ま

す

し

、

何

か

と

勉

強

に

な

り

ま

す

。

今

後

と

も

続

け

て

い

け

る

よ

う

に

頑

張

り

ま

す

。

　

　

　

▼

第

１

報

で

は

、

　

　

　

１

周

年

で

１

年

間

　

　

　

の

ま

と

め

を

さ

せ

　

　

　

て

も

ら

い

ま

し

た

。

　

　

　

今

回

、

第

２

報

で 

　

　

　

は

、

石

川

県

の

介

護

者

の

現

状

把

握

と

、

参

加

者

の

体

験

談

や

思

い

を

書

い

て

も

ら

い

ま

し

た

。

そ

れ

ぞ

れ

に

前

向

き

な

日

頃

の

介

護

や

、

会

合

に

対

す

る

思

い

が

あ

り

ま

し

た

。

▼

県

内

に

は

四

千

人

の

男

性

介

護

者

が

い

て

、

人

口

１

１

６

万

人

の

割

合

で

は

人

口

２

９

０

人

に

１

人

い

る

こ

と

に

な

り

、

各

町

内

に

は

１

～

２

人

い

る

計

算

に

な

り

ま

す

。

各

地

で

介

護

者

の

会

も

出

来

て

き

ま

し

た

。

近

く

の

会

合

に

参

加

で

き

る

よ

う

に

つ

な

が

る

と

い

い

な

と

思

い

ま

す

。

▼

一

周

年

記

念

と

し

て

、

会

報

と

、

昼

食

会

を

企

画

し

、

会

報

で

は

、

印

刷

や

配

布

ま

で

、

昼

食

会

で

は

、

自

己

負

担

を

超

え

る

分

を

支

援

者

の

方

々

に

、

援

助

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

お

礼

申

し

上

げ

ま

す

。


